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第8次医療計画等に関する検討会（令和4年3月4日）資料



薬剤師の養成及び資質向上等に関する検討会（令和4年3月29日）資料

薬剤師確保計画ガイドライン（概要）





広島県 第８次保健医療計画（薬剤師確保計画）



• 実際の業務を見て必要な課題と支援を考
える。

• 若手薬剤師を教育して意欲を高めたり、業
務の改善点を伝えたりして、効率的で質の
高い病棟業務を実施できる体制整備を支
援する

• 病棟業務を確立し、病院の魅力向上につ
なげる

薬剤日報（2023年11月6日）



公立みつぎ総合病院

病床数
240床
一般病床 145床（一般病棟84床、地域包括ケア病棟55床、緩和ケア病棟6床）
療養病床 95床（回復期リハビリ病棟72床、医療療養病棟23床）

診療科目

21診療科

内科、循環器内科、消化器内科、腎臓内科、小児科、外科、消化器外科、整形外科、脳神経外科、精神科、産婦人科、
皮膚科、泌尿器科、眼科、耳鼻いんこう科、放射線科、リウマチ科、リハビリテーション科、緩和ケア科、透析科、歯科、
（禁煙外来、栄養サポート・ステーション）

処方箋枚数
院内処方せん 3,305 枚/月 院外処方せん 3,639 枚/月（院外処方せん発行率89.5％）
注射処方せん 6,649 件/月

薬剤師数 8名（若手：1年目、2年目、4年目、6年目 各1名）

認定資格

日本病院薬剤師会 病院薬学認定薬剤師…4名
日本薬剤師研修センター認定薬剤師…1名
日本薬剤師研修センター 認定実務実習指導薬剤師…2名
日本緩和医療薬学会 緩和薬物療法認定薬剤師…1名
日本静脈経腸栄養学会 栄養サポートチーム（NST）専門療法士（薬剤師）…1名
日本糖尿病療養指導士認定機構 糖尿病療法指導士（薬剤師）…1名
Infection Control Staff…1名
日本プライマリ・ケア連合学会 プライマリ・ケア認定薬剤師…1名
地域包括医療・ケア認定専門職…1名
公認スポーツファーマシスト…1名
介護支援専門員（ケアマネージャー）…2名



出向先における目標

病棟薬剤業務の確立

調剤業務の効率化（病棟業務時間の確保のため）

若手の教育

地域連携の推進

広報

医療安全への貢献

研究立案や学会発表等の経験サポート



課題の抽出

上記項目分けして課題を抽出し、

それぞれに対して出向先の先生方と相談しながら対応を検討

病棟 調剤 教育

地域
連携

広報



課題の抽出と対応（一部抜粋）

項目 課題 対応

病棟 病棟薬剤業務の確立
• 算定可能病棟の全患者薬剤師担当体制の構築
• 病棟薬剤業務実施加算算定想定し、業務時間、必要人数の算出

病棟
ファーマロード（病棟業務
支援システム）の活用

• 記録や業務日誌テンプレート作成・改訂・教育・運用

病棟 他職種との連携
• 心不全療養指導に関する看護部講義
• 心不全治療薬とリハ薬剤に関するリハビリテーション科講義

病棟 • プレアボイドの収集フォーマット作成、運用

調剤 調剤業務の効率化 • 調剤棚の整理

調剤 インシデント対策 • 分包紙への印字内容の検討



課題の抽出と対応（一部抜粋）

項目 課題 対応

教育 次世代薬剤師の育成 • 若手の病棟業務、記録等の指導

教育
研究立案・学会発表の経
験

• 抄録作成指導（来年度学会発表予定）
• 院内学会発表サポート

教育 継続教育 • 学習アプリ「Medical VISTA」を用いた継続教育試行予定

地域連携 薬薬連携の充実
• 訪問薬剤管理指導必要度評価シートの作成・運用
• 尾道薬剤師会・公立みつぎ総合病院合同研修会の開催

広報 病院の認知度（薬学生）
• 薬剤部紹介パンフレット作成（福山大学学生に配布済）
• 福山大学4、5年生への就職活動・地域医療に関するアンケート



退院カンファレンス



訪問薬剤管理指導



訪問薬剤管理指導

ケアマネに情報共有↓在宅（サ高住）訪問後に訪問看護師へ情報共有↓



全体を通して気を付けたこと

• 元々の薬剤部の空気感を大切にする（非常に雰囲気が良い、残業が少ないな
ど）

• まずは業務を経験・把握し、信頼関係を構築する
• 抽出した課題に対して行いたいことはたくさんあるが、一度にたくさんのことを行わない

• 出向先に自分が行いたいことを理解してくれる協力者がいることが望ましい

• 若手薬剤師と積極的に関わる

業務改善のみにこだわるのではなく、
自分がどういう人間なのかを知ってもらうことも重要



出向元病院のメリット

1. 出向者の病棟薬剤業務推進の環境づくりを通じた組織マネジメント能
力の向上や成長の機会

2. 出向先の業務改革を通じて出向先病院の職員から感謝されることに
よる出向者のモチベーション向上

3. 出向者が普段接する機会の少ない地域医療に従事している人々との
人脈形成の機会

4. 働き方の見直しにつながり、出向者が将来のキャリアプランを考える
きっかけ

5. 急性期から回復期・慢性期までを俯瞰的に見ることのできる薬剤師の
育成により、出向元病院において、施設や在宅での薬物療法継続を
意識した業務の充実



課題

➢ 業務改善にあたって、出向先職員の理解や合意を得ながら慎重に進め
る必要があるため、出向期間はより長期にしたほうが無理なくかかわるこ
とができる。

➢ また、出向期間を長期にすることで部内にとどまらず院内他職種、地域と
の連携へ展開できる可能性がある。

➢ さらに、出向事業が人員不足解消につながるには、長期的な過程が必要
であり、人員不足解消への過程を示していく必要がある。



職員アンケート

今回の出向事業前後のみつぎ病院薬剤部の業務内容の変化に関して最も近いものを
選択してください。



職員アンケート

今回の出向事業前後で以下の意識
の変化に関して最も近いものを選択
してください。



ご清聴ありがとうございました。
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